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現在、基本計画を策定中、令和13年オープン予定の（仮称）西和泉スポーツ施設。

今号では建物の機能面だけではなく、施設全体の「これから」を考えてみます。 KOMAE→

※イラストの建物はイメージ。狛江市の施設説明会資料を参考に生成AIで作成。

単純

空調の効いた



完全無所属の狛江市議会議員

三宅まこと

事業規模の大きい公共施設だからこそ

「何をつくるか」だけでなく

「どんな場所にするか」を考えたい。

(仮称)西和泉スポーツ施設は実施設計前の段階でも約51億円の

事業規模と確認しています。(狛江市議会 令和8年第三定例会 質疑から）

一方で、建築コストや金利の上昇は今後も続くことが予想されます。

であれば、将来にわたって使われる公共施設は、幅広く狛江市民の

人々の日常とつながっていく視点が大切です。

わたしは公共施設をもっと「まちの場所」にしていきたいと思います。
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